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　幼ヒナにグリット（Grit）を給与すると，発育が低下す

るという報告1・2）と成長率の増加が認められるという報

告3）があるが，田上ら2｝は，グリットの効果が認められ

なかった原因について，幼ヒナでは，粒度の大きいグ

リットが消化管に対し異物的存在となり負担がかかる結

果であろうと推論した。また，中ヒナにグリットを給与

すると，成長や飼料効率などの増進が認められる2・7・81に

もかかわらず，初生時から中ヒナまで経翻して給与した

場合には成長に影響が認められない4～6｝という報告があ

るが，この原因は，幼ヒナ期の発育低下が主因であり，

その発育低下が中ヒナ期のグリットの発育効果を打ち消

した結果であろうと考えられる。したがって，ヒナに対

するグリヅト給与の効果を増進させるためには，幼ヒナ

期の場合，給与グリットが消化管に対して負担とならな

いような給与法にすべきであり，また，中ヒナ期のグリ

ット給与法についても，より適切な方法によってさらに

効果があがることも考えられる。

　グリット給与の効果的な方法を確立するためには，ヒ

ナの日齢に即応して給与飼料およびグリットの粒度を考

慮しながら，グリヅトを一定の方法で給与した場合のヒ

ナのグリヅト摂取量，排泄量および筋胃内の滞留量など

を検索する必要があろうと考えられるが，Smith9）の報

告は，8～10週齢のヒナで，わが国のブロイラーにおけ

る出荷時に相当する週齢であり，Slingerら10）の報告も，

くちばしを切除した8週齢の若雌鶏で，わが国における

グリットの効果的給与方法を確立するための参考成績と

はならないと考えられる。また，Scottll＞は，穀類と濃

厚飼料やマッシ＝（Mash）を混合して給与する場合，グ

リットは不断給与がよいとし，グリット粒子の大きさや

形をヒナの週齢に合わせて調節した場合，ヒナは必要な

だけのグリットを摂取して余分には摂取しないが，小さ

すぎると過食になると述べ，大谷12）もグリット自由摂取

の場合，摂取量は筋胃機能上必要とする量に留まると判

断しているが，田上らは，これまでにグリットを不断給

与した場合；連日摂取し排泄していることをたびたび経

験するところであり，かならずしも摂取量が筋胃機能上

必要とする量に留まるとは判断しかねた。そこで今回

は，幼ヒナおよび中ヒナについて，とくに中ヒナについ

ては粒度の異なるグリット給与の場合と粒度の異なる飼

料給与の場合とについて，グリッ5を不断給与した場合

の摂取量，排泄量および筋胃内の滞留量について測定

し，あわせてグリットの自由採食による摂取量と飼料摂

取量との関係，グリット摂取量：とグリット排泄量との関

係および体重と筋胃内のグリヅト滞留量との関係などに

ついて検討した。

材料および方法

1．幼ヒナでの試験（実験1）

　供試ヒナは白色レグホン種の雄初生ヒナ50羽で，1区

25羽の2区（Al区一小粒子グリット区，　B1区一中粒子

グリヅト区）に配分し，6週齢に到るまでの期間実験を

行なった（初体重は，A1区が36．0±0．6g，　Bl区が36．

6±0．5gであった）。給与飼料は市販の配合飼料で，そ

の粒度は第1表に示すとおりである。飼料の給与法は自

由摂取法とした。飼料の摂取量は，毎夕刻の一一一定時聞に

残餌を秤量し，給与量から差し引いて日量を求め，2週

齢ごとに取まとめて平均値を算繊した。グリットは不溶

性の硅石グリット（小粒子グリットの粒度一〇．59～1．19

mm，中粒子グリットの粒度一一1．　68～2．38　mm）を用い，

給与は自由摂取法として飼料とは別途に与え，その摂取

量の測定は飼料の場合と同様の方法で求めた。グリヅト

の排泄量は，毎朝飼料およびグリットの給与前に前日の
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第1表給与飼料の粒度（％）
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触を採取し，ガラス水槽を用いて，グリットを水道水で

水洗選別後乾燥器内で一定時闘乾燥し，室温まで放冷し

た後秤量して日量を求め，2週齢ごとの平均値を算出し

た。グリットの筋胃内滞留量は，ヒナの2週齢時，4週

齢時および6週齢時の時点で，グリット給与停止後ほぼ

15時間後に解剖（5羽宛）し，筋胃内の内容物をビーカ

ー内に取り出し，糞中のグリット採取方法と殉様の手順

で水洗乾燥後秤量して求めた。

2．中ヒナでの試験

　1）　粒度の異なるグリット給与の場合（実験H）：供

試ヒナは，グリットを与えないで飼育した6週齢の白色

レグホン種の雌ヒナ40羽で，1区2◎羽の2区（A2区一

中粒子グリット…i．68～2．38mm区，　B2区一大粒子グ

リヅト…2．38～3．　36　mm区）に配分し，10週齢に到る

までの4週間実験を行なった。（6週齢時体重はA2区が

453・4±6・39，B2区が453．4±6．49である。）給与飼料

は市販の大壷用配合飼料で，その粒度は第1表に示すと

おりである。飼料およびグリットの給与方法，摂取量，

排泄量および筋胃内滞留量の測定方法などについては，

すべて実験1に順じたが，取まとめにあたっての平均縫

の算出は1週間ごととした。ただ，排泄グリットの秤量

については，3～4段階（第1図のとおり）の粒度別に飾

い分けた後に行なった。

　2）　粒度の異なる飼料給与の場合（実験皿）：供試ヒ

ナは，実験∬と同様にグリヅト無給与の6週齢白色レグ

ホン種の雌ヒナ40羽で，エ区20羽の2区（A3区一粒・

粉混合餌区，B3区一一餌区）に配分し，4週間実験を実

施した。（6週齢時体重はA3区が423．3±8．79，　B3区

が423．2±8．8gである。）給与グリットの粒度は，弓張

ともに大粒子グリットであり，給与飼料は実験∬と同様

の市販の配合飼料で，B3区に給与した粉餌は，　A3区に

給与した飼料と同じ粒・粉混合餌を注意深く粉砕したも

のであり，それらの粒度は第1表に示した。飼料やグリ

ットの給与方法および測定方法などは，すべて実験1と

同様の方法を用い，その取まとめにあたっては実験∬と

同様1週聞ごととした。なお，飼料給与にあたり，摂取

の場合の散乱防止には，各実験とも，とくに注意をはら

い，ヒナの管理については当研究室の慣行法により，一．一・

般的といえよう。

実　験　結　果

1．幼ヒナでの試験（実験1）

　実験1で得られた結果を第2表に示した。グリヅトの

摂取量は，グリットが小粒子（A1区）および中粒子（B1

区）の両粒度の場合ともに，ヒナの成長に伴って増加

し，4～6週齢時の平均摂取量は，初生～2週齢時の平均

摂取量の約3．5倍量に達した。小粒子グリットと中粒子

グリット給与閥の摂取量の差はほとんど認められなかっ

た。また，飼料摂取量に対するグリット摂取量の割合

（摂飼比）は，両区とも同率の約2％であIP　，しかも，ヒ

ナの成長に伴う経時的な増減も見られず，ほぼ…定の比

率であった。

　グリットの排泄量は，両区ともにヒナの成長に伴って

増加し，4～6週齢時の平均排泄量は，初生～2週齢時の

平均排泄量の約5倍量に達した。給与グリットの粒度差

による排泄：量の差はほとんど認められなかった。また，

グリットの摂取量に対する排泄量の割合（摂砂比）は，

両三ともに初生～2週齢時よりも4～6週齢時の場含に

高率を示し，この傾向は小粒子グリット給与の場合に高

かった。

　グリットの筋胃内滞留量は，両区ともに初生～2週齢

時より4～6週二時の場合に多く，ヒナの成長に伴って

増加し，当初の滞留：量の約2・5～3・0倍量となったが，
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第2表　幼ヒナにおけるグリットの摂取量，排泄量および筋胃内滞留量（9／1日／1羽）（実験1）
　　Table　2．　Amount　of　intake　and　excretion　of　grit，　and　retention　of　grit　in　gizzard

　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　baby　chicks　（g／day／chick）　（Expt．　1）
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体重増加の割合には増畑していなかった。ただ，滞留量

は小粒子グリットよりも中粒子グリット給与の場合にや

や多い傾向であった。

　2．中ヒナでの試験

　1）粒度の異なるグリット給与の場合（．実験H）：実

験∬で得られた結果を第3表に示した。

　グリットの摂取量は，中粒子グリット給与（A射目：）q＞

場合よりも大粒子グリット給与（B2区）の場合1：：少なか

ったが，ヒナの成長に伴う摂取：量の経時的な増ll或は両区

とも概してみられず，ほぼ一・一一定の傾向にあった。また，

摂飼比はA2区よりもB2区の場合に低率であったが，ヒ

ナの成長に伴う経時的な変動は，A2区の当初にやや高

率を示した以外はなく，ほぼ一定の傾向であった。

　　　　第3表　中雛（6～10週齢）における粒度の異なるグリットの摂取量，排泄董および筋胃内滞留量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9／1H／1羽）（実験亘）

Table　3．　Amount　of　intake　and　excretion　of　grit，　and　retention　of　grit　in　gizzard　on　growing　chicks

　　　　　（6　te　10　weeks　of　age）　fed　with　grit　in　two　types　of　grain　size　（g／day／chick）　（Expt．　II）
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　グyットの排泄量はA2区よりもB2区が少なく，グリ

ット摂取量にほぼ比例して排泄される傾向にあった。ま

た，その摂砂比はA2区よりもB2区が低い比率を示し，

ヒナの成長に伴う摂紅潮の経時的な変動は，A2区では

見られなかったがB2区では徐々に高くなる傾向を示し

た。

　グリットの旧辞内滞留量の測定は，両区とも10週齢

　　　　第1二

時の測定のみにとどまったが，その：量は両粒度の場合と

もに約39で，体重の約0．4％であった。

　排泄グリットを3～4段階の粒度に飾い分け，その経

時的推移を排泄率で第1図に示した。図のように，給与

時の粒度のままで排泄される割合は，A2区およびB2区

ともに最も高く，なかでも，B2区では高率を示した。ま

た，Uナの成長に伴う排泄グリヅトの粒度別の経時的変

　　　　　　　　中ヒナにおける排泄グリットの粒度別推移（％）一

　　　　　　　給与グリットの粒度が異なる場合（実験∬）
Fig．　1．　Change　of　excretive　grit　on　growing　chicken　（6　to　10　weeks

　　　of　age）　fed　with　the　differential　grain　size　grit　（o／o）　（Expt．　II）
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動は，両区ともになく，ほぼ一定

の比率で排泄されていた。

　2）　粒度の異なる飼料給与の場

合（実験皿）：実験皿で得られた

結果を第4表に示した。

　グリットの摂取量は，全般的に

粒・粉混合餌給与（A3区）の場合

よりも粉餌給与（B3区）の場合に

多く摂：取する傾向にあった。ま

た，ヒナの成長に伴うグリット摂

取量の経時的な変動は，A3区で

は徐々に滅少したのに対し，rB3

区では，その二品は概して見られ

ずほぼ…・定の傾向にあった。た

だ，両三ともに実験開始初期のグ

リヅト摂取量は多く，この傾向は

とくにB3区に認められた。した

がって，グリットの摂i飼比もB3

区が高く，とくに実験開始の初期

　　　第4表　中雛（6～10週齢）における飼料粒度の異なる場合のグリットの摂取量，排泄量および

　　　　　　　　　　　　　　　　筋胃内滞留量（9／1H／1羽）（実験皿）
Table　4．　Amount　of　intake　and　excretion　of　grit，　and　retention　of　grit　in　gizzard　on　growing　chicks

　　（6　to　10　weeks　of　age）　fed　with　rations　in　two　types　of　grain　size　（g／day／chick）　（Expt．　III）

区　　別 Treatment A3区（粒・粉混合餌：十2．38～3．26　mm
　　　Grit）：　Treatment　A3

週　　齢 Weeks　of　age

摂i取：量　　　　Grit　intake

（摂蹴）（謡謙暮x…）

i6fT5g－eV　611g－eV　61Y6g”eW　o’11aVg“’5　pVi－r”iVo－a

16～77～88～99～・・平均
i6to　7　7　to　8　8　to　99to　10　Av．　in
　

lWeekS　WeekS　weekS　WeekS　eXptL

4．5　2．9　2．1　1．6　2．8

B3区（粉骨十2．38～3．36　mm　Grit）：

　　　　　Treatment　B3

6～7　7～8　8～99～10平均
6to　7　7　to　8　8　to　9　9　to　10　Av．　in

weeks　weeks　weeks　weeks　expti．
of　age　of　age　of　age　of　age　period

7．1　3．2　3．8　3．6　4．4

（　9．ao／，）（　4．70／．）（　3．Oo／．）（　2．30／，）（　4．90／．）1・（13．7e／，）（　5．40／o）（　5．60／．）（　5．20／．）（　7．lo／，）

排泄量：　　　Grit　excretion　　　　　2．4　　ユ．8　　1．6　　1．3　　1．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．3　2．4　2．6　2．3　3．0
（焼物比）（G畿ll誰・1・・）｝（52・・％）（62・6％）（7219％）（7＆5％）（63・5％）1（61・3％）（7蜘（6踊（6捌（65・8％）

筋摺内　Grit　retention　in
滞瑠量　　　gizzard

（嗣子） i脚半・司

4．9

（O．59　o／，）　一

4．8

（O．　6　o／．　）
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　　　第2図　中ヒナにおける排泄グリットの粒度別推移（％）一
　　　　　　　　給与飼料の粒度が異なる場合（実験皿）

Fig．　2．　Change　of　excretive　grit　on　growing　chicken　（6　to　10　weeks

　　　of　age）　fed　with　the　differential　grain　size　rations　（O／o）　（Expt．　III）
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‘の摂飼比は高率を示し，B3区の一期比は，　A3区のそれ

より約5％も高い比率であった。

　グリヅトの排泄量は，A3区よりもB3区が多く，この

傾向はグリットの摂取量にほぼ比例していた。また，実

験開始初期のグリット排泄量の多いことも同様であっ

た。しかし摂砂比は両区ともに実験開始の初期には低

く，ヒナの成長に伴い高率を示す傾向にあった。

　10週齢時におけるグリットの筋胃内滞留量は，A3区

およびB3区ともに約59であり，体重の0．6％に相当

し，給与飼料の粒度によってその量に変化をきたすこと

はなかった。

　排泄グリットの粒度別の経時的推移を排泄率で第2図

に示した。給与時の粒度のままで排泄されるグリット

（大粒子グリット）の割合は，A3区およびB3区ともに

最も高い比率を示し，次いで小粒子グリットとして排泄

される割合が高かった。これらの成績は，給与飼料の粒

度差による変化は見られず，ほぼ同程度の割合で排泄さ

れ，また，実験開始から終了までのヒナの成長に伴う経

時的な粒度別排泄割合も概して変らず，ほぼ．一・定の比率

で排泄されていた。

考 察

幼ヒナについて：幼ヒナのグリッF摂取量は，給与グ

リットの粒度が異なる場合でも同程度の量であり，ヒナ

28（日：day）

のグリット給与法は，

（比率は不明），少なくともその比率は，田上ら2）が添加

混合して発育の低下があった2％混合よりは少なく，過

食をさけているものと判断され，田上ら2）やSan　Juan

ら1）の発育低下の原因について，田上らは粒度の細かい

飼料に対し，粒度の大きいグリットが消化管に対する異

物的存在として負担がかかる結果であろうと推論してい

るが，消化管に対する負担は，グリットの過食に由来す

るものであろうと判断される。したがって，かかる観点

から，幼ヒナにグリヅトを給与する場合には過食になら

ないような留意が必要であり，自由採食をさせるような

不断給与は避けるべきではないかと思考され，給与量

も，摂飼比からすれば1回につき飼料摂取量の多くとも

2％以下にとどめるべきではないかと推量される。

　中ヒナについて：中粒子グリ・F給与の場合の中ヒナ

のグリット摂取量は，大粒子グリット給与の場合よりも

多く，摂i飼比も高く，排泄：グリヅトの量も多かった。ま

た，摂砂比も高く，排泄されるグリットも給与時の粒度

のままで排泄される量が多かった。これらのことは，中

粒子グリット給与の場合のグリット摂取の状態が，幼ヒ

ナのそれに類似しており，大粒子グリヅト給与の場合に

比較すれば過食状態であり，しかも，そのために摂取さ

れたグリヅトは筋胃内にとどまる時間が短かく，順次排

泄されるものとも考えられ，筋胃内におけるグリットの

活用度も低くなるものと推量される。したがって，大粒

の成長につれて，経時的には両粒

度（小粒子および申粒子グリッ

ト）とも増加した。また，排泄物

も同様に増加した。しかも，摂砂

比がほぼ一定の比率であったこと

は，飼料摂取量の経時的な増加に

比例してグリットを摂i貸している

ことであって，これら排泄グリッ

トの経時的な変動やグリットの摂

野比などと対比して考えると，幼

ヒナのグリット摂取は過剰摂取で

あり，その増加は，必要なるが故

に摂取量を増加するということで

はなく，幼ヒナに給与している飼

料の形状が粉餌であったために粒

状のグリットを好み，必要以上に

グリットを摂取しているのではな

いかと思考される。したがって，

初生ヒナにグリヅトを給与して成

長率の増加が認められた伊藤ら3

　飼料に一定の比率で混じており
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子グリット給与の場合よりも中粒子グリット給与の場合

にヒナの発育向上が低かった2）理由も過食にあったので

はないかと判断され，中ヒナでは，少なくとも中粒子グ

リッ5給与に当っては，過食を避けるために制限給与に

すべきではないかと考えられる。

　一方，大粒子グリット給与の場合の申ヒナのグリット

摂取量は，飼料摂取量の割合には中粒子グリット給与の

場合より少なく，また排泄量も少なかった。しかし，グ

リットの摂取量は給与飼料の粒度の大小によって異な

り，粒。粉混合餌給与の場合よりも粉餌給与の場合に多

く，摂飼比も高率を示し，排泄量も多かった。また，ヒ

ナの成長に伴う排泄量の経時的な変動も，給与飼料の粒

度によって異なり，粒・粉混合餌給与の場合よりも粉餌

給与の場合に多く，しかも前者の場合は徐々に減少した

のに対し，後者の場合は概して増滅がみられなかった。

ただ，両粒度の飼料給与の場合とも，グリット給与当初

の摂取量は一時的に多く，この傾向はとくに精餌給与の

場合に強か・：）たが，排泄グリットの粒度別割合は両者と

も給与時の粒度のままで排泄される割合が多かった。こ

れらのことから，大粒子グリット給与にあたっては，と

くに粉餌給与の場合，不断給与による自由採食は，中粒

子グリット給与の場合と同様に過食状態になるものと考

えられ，したがって制限給与が必要であろうと判断され

る。粒・粉混合餌給与の場合には，摂三三や排泄グyッ

トの粒度別割合などからは，やや過食の推測も出来る

が，自由摂取法による大粒子グリット給与の場合に中ヒ

ナQ発育が増進した田上らの成績からみれば，過食であ

るということにはやや難があり，かつ他の項目の実験結

果からの判断では，過食でないともいえない。これらの

明確でない事項の説明については将来の研究にまつこと

にしたい。

要 約

　幼ヒナに小粒子グリット（0．59～1．19mrのおよび中

粒子グリット（1．68～2．38mm）を，初生時から6週齢

時まで不断給与した場合，また，粒・粉混合飼料を給与

している中ヒナに申粒子グリットまたは大粒子グリット

（2．38～3．36mm）を，および粒・粉混合飼料または全

粉飼料を給与している申ヒナに大粒子グリットを，それ

ぞれ6週齢時から10週齢時まで不断給与した場合のグ

リットの摂取量，排泄量および筋胃内の滞留量について

測定し，あわせて飼料摂取量との関連，グリット摂取量

と排泄量との関係および体重と筋胃内滞留量との関係な

どについて検討した。

　1．幼ヒナでは，グリット摂取量は小粒子および中粒

子の両グリットとも，ヒナの成長に伴い飼料摂取の増加

に比例して増加し，排泄量も岡様に増加した。しかし，

筋胃内の滞留量は，成長とともに増加はするが体重増加

の割合には増加していなかった。幼ヒナにおけるグリッ

トの不断給与は過食になると判断され，制限給与にすべ

きではないかと考えられる。

　2．申ヒナでは，粒・粉混合飼料給与時における申粒

子グリットの摂：台覧は，大粒子グリットより多く，排泄

量も多かった。しかも，排泄グリットの約60％は給与時

の粒度のままで排泄され，このことは過食状態を示すも

のと推量されるので，制限給与が必要であろうと判断さ

れる。

　3．中ヒナでは，大粒子グリット給与の場合でも，給

与飼料が全粉飼料の場合においてはグリットの摂取量が

多く摂野比も高かった。また，排泄量も多かった。しか

も，粒・粉混合飼料の場合の排泄量は徐々に減少した

が，全粉飼料の場合には概して増減はなかった。したが

って，グリヅトの不断給与による自由採食は，全粉飼料

給与の場合，とくに過食状態になるものと判断され，制

限給与が必要であろうと考えられる。

　本実験に，不溶性グリヅトを提供して下さいました株

式会社尾花屋産業に深謝の意を表します。
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S麗簸撫躍y

　　　　Three　experiments　were　perforined　using　one　group　of　baby　chicks　and　two　group

of　young　chicks．　First　group　experiment　was　investigated　on　tlie　amount　of　intake　and

excretion　ef　grit，　and　grit　retentioR　in　gizzard　of　baby　chicks　（from　one　day　old　to　6

weeks　of　age）　fed　with　insolttble　grit　in　two　types　of　grain　size　（small　size　一〇．59rtvl．19

mm，　middle　size　一1．68rtv2．38　mm）．　Second　group　was　studied　on　those　of　the　young

chicks　（from　6　to　le　weeks　of　age）　fed　with　same　rations　and　insoluble　grit　in　two　types

of　grain　size　（middle　size　一2．38，　large　size　一3．36　mm）．　And　third　group　was　studied

oR　those　of　the　young　chicks　fed　with　the　grit　of　same　grain　size　and　rations　in　two

types　of　grain　size　（mash　and　all－mash）．

　　　　The　results　were　as　follovgis：

　　　　1．　ln　the　baby　chicks，　intake　altd　excretion　of　grit　and　retention　of　grit　in　gizzard

increased　almost　proportionally　with　the　chick　growth　on　both　grain　size　grit．

　　　　2．　IR　the　young　chicks　fed　with　the　mash　rations，　intake　and　excretion　of　grit　in

chicks　fed　with　the　middle　grain　size　grit　were　greater　than　thous　in　chicks　fed　with

the　large　grain　size　grit．

　　　　3．　ln　the　third，　iRtake　and　excretion　of　grit　in　the　chicks　fed　with　all－mash　rations

．were　greater　than　those　with　mash　rations．　The　excretion　in　the　mash　rations　decreasecl

gradually　and　the　excretion　ilt　the　all－mash　rations　continued　in　the　same　level　during

the　experimental　peried．
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